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2016 年首都大学東京・都立大学社会学研究会 
研究報告者および題目一覧 
 
2015 年度 
第三回：2016 年 5 月 27 日（金）10：00〜12：00 
場所：首都大学東京 5 号館 2F 学生指導室（5-239 室） 
 
現代の学校におけるいじめ存続の原因探求――各国のいじめ研究につ
いての比較検討から                                  張  子蓉 
 
高齢社会における住宅政策――横浜市の団地再生を事例に 
菅沼 若菜 
 
2016 年度 
第一回：2016 年 6 月 11 日（土）10：00〜16：00 
場所：首都大学東京 5 号館 4F 集計作業室（5-423 室） 
 
性的少数者の情報保障――ライブラリとアーカイブスを中心として 
小澤かおる 
 
西洋化されるモンゴル医療――伝統からの脱却と新たな課題 
包  暁蘭 
 
中国インターネット上で流行する分類系流行語の生成及び流行原因の
再考察――近代化のアイデンティティの変容と消費社会に着目して 
張  少君 
総体的な歴史社会学の方法 
稲葉 年計 
70 
種であるという視点に従って，中国人の間に特殊な人間関係からそ
の原因を探りたい．  
 
主要参考文献 
今津孝次朗，2005，『いじめ問題の発生・展開と今後の課題』黎明書房． 
伊藤茂樹，2007，『いじめ・不登校』日本図書センター． 
伊藤美奈子・宮下一博，2004，『傷つけ傷つく青少年の心』北大路書房． 
清永賢二，2000，『世界のイジメ』信山社． 
小浜逸郎，1995，『学校の現象学のために』大和書房． 
森田洋司総監修・監訳，1998，『世界のいじめ―各国の現状と取組』
金子書房． 
森田洋司監修，2001，『いじめの国際比較研究―日本・イギリス・オラ
ンダ・ノルウェーの調査分析』金子書房． 
森田洋司・清永賢二，1995，『いじめ―教室の病』金子書房． 
森口朗，2007，『いじめの構造』新潮社． 
内藤朝雄，2001，『いじめの社会理論―その生態的秩序の生成と解体』
柏書房． 
野田陽子，1996，「学校社会におけるいじめの集団論的考察―集団内的
関係性の組み替え行為としてのいじめ―」『犯罪社会学研究』21:22
－38． 
坂西友秀・岡本祐子，2004，『いじめ・いじめられる青少年の心』北大
路書房． 
竹川郁雄，1993，『いじめと不登校の社会学―集団状況と同一化意識』
法律文化社． 
Dan Olweus,1993,Bullying at School:What we know and what we can 
do(=1995,松井賚夫・角山剛・都築幸恵訳『いじめ―こうすれば防
げる―』川島書店．) 
 
（ちょう しよう・首都大学東京大学院博士後期課程） 
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児童養護施設退所者の人的ネットワーク形成――児童養護施設退所者
の追跡調査より                                      久保原 大 
 
パーソンズ医療社会学における「健康」――晩年における再規定とそ
の背景要因                                          山本 祥弘 
 
若年者の世帯変動――政府公表集計を用いたマクロ計量分析 
吉田 俊文 
 
第二回：2016 年 9 月 17 日（土）13：00〜15：30 
場所：首都大学東京 5 号館 4F 集計作業室（5-423 室） 
 
児童養護施設退所者の人的ネットワークの形成――児童養護施設退所
者の追跡調査より                                    久保原 大 
 
パーソンズ医療社会学における「健康」――晩年における再規定とそ
の背景要因                                          山本 祥弘 
 
歴史社会学と新政治経済学――総体的な視座に基づく歴史社会学の方
法                                                  稲葉 年計 
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首都大学東京・都立大学社会学研究会会則 
 
第１条 本会は首都大学東京・都立大学社会学研究会と称し、会員相互の研究
交流を通じ、研究活動の促進を図ることを目的とする。 
第２条 本会は下記の活動を行う。 
１．研究会の開催 
２．研究誌『社会学論考』の発行 
３．その他、本会の目的にふさわしい活動 
第３条 本会の会員は、会則に賛同し、かつ本人の入会意思に基づき総会の承
認を得たものとする。なお、団体加入はこれを認める。 
第４条 本会に下記の機関を置く。 
１．総会：会員によって構成される、本会の企画・活動に関する最高
議決機関であり、少なくとも年１回開催する。 
２．運営委員会：本会の企画・活動に関する執行機関であり、総会に
よって選出・承認された委員により構成される。 
第５条 本会則の変更には、総会の議決を要する。 
 
付則 
（１）この会則は、1983 年 4 月 1 日より発効する。 
（２）この会則は、2000 年 4 月 1 日より発効する。 
（３）この会則は、2008 年 4 月 19 日より発効する。 
（４）この会則は、2009 年 4 月 16 日より発効する。 
（５）この会則は、2012 年 4 月 25 日より発効する。 
（６）この会則は、2014 年 4 月 17 日より発効する。 
（７）この会則は、2016 年 4 月 29 日より発効する。 
 
 
児童養護施設退所者の人的ネットワーク形成――児童養護施設退所者
の追跡調査より                                      久保原 大 
 
パーソンズ医療社会学における「健康」――晩年における再規定とそ
の背景要因                                          山本 祥弘 
 
若年者の世帯変動――政府公表集計を用いたマクロ計量分析 
吉田 俊文 
 
第二回：2016 年 9 月 17 日（土）13：00〜15：30 
場所：首都大学東京 5 号館 4F 集計作業室（5-423 室） 
 
児童養護施設退所者の人的ネットワークの形成――児童養護施設退所
者の追跡調査より                                    久保原 大 
 
パーソンズ医療社会学における「健康」――晩年における再規定とそ
の背景要因                                          山本 祥弘 
 
歴史社会学と新政治経済学――総体的な視座に基づく歴史社会学の方
法                                                  稲葉 年計 
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細則 
１．会員 
（１）会員には、総会および研究会の開催日時が運営委員会から通知さ
れ、同会員はこれらに出席することができる。 
（２）会員は、別に定める投稿規定に従い、本会の研究誌『社会学論考』
に投稿することができる。 
（３）会員には、研究誌『社会学論考』を 1 冊配布する。 
（４）会員は、年会費 2,000 円を所定の期日までに納入する。 
（５）会費滞納者を、本会は総会の承認を得て除籍することができる。 
 
２．総会 
（１）総会は、原則として運営委員会による議案に基づき、本会の企画・
活動に関する報告、審議および議決を行う。 
（２）総会における決議は、出席者の３分の２以上の賛同を要する。 
 
３．運営委員会 
（１）本会の運営等を円滑に行うため、運営委員会を置く。 
（２）運営委員会は、本会の維持・活動に関する執行業務全般を扱う。 
（３）運営委員会の下に、編集委員会を置く。編集委員会は研究誌の発
行を担当する。 
（４）編集委員会は、研究教育に係る会員と運営委員である担当者で構
成される。 
（５）運営委員会には次の担当者を置く。 
①研究会担当 ②会計担当 ③研究誌編集担当 
④研究誌販売担当 ⑤会員管理担当 ⑥会計監査 
 
４．研究誌の発行 
（１）研究誌の発行に際し、発行費が著しく不足することが明らかな場
合、本会は総会において不足分の執筆者負担あるいは臨時会費の
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徴収を決定することがある。 
（２）執筆者は、本会の活動経費に著しく支障が生じることがない限り、
運営委員会の承認を得た上で、自らの原稿が掲載された研究誌を
10 冊まで受け取ることができる。 
 
５．運営委員補助者 
（１）運営委員会は、会員の個人情報保護その他の必要な措置をとり、
かつ運営委員による監督のもと、当年度運営委員でない者に限り
運営委員補助者（以下、補助者と呼ぶ）に業務を行わせることが
できる。 
（２）補助者は、会員管理担当、会計担当、研究会担当、研究会誌編集
担当に固有の業務以外の業務を行うことができる。 
（３）運営委員会は、5（2）で規定した業務について、補助者に補助者
手当を支払う。 
（４）補助者手当は予算においてその年度における上限額が決定され、
その支払い実績は総会で報告されなくてはならない。 
（５）補助者手当は、本学の臨時職員賃金水準に準ずることとし、時給
930 円を上回らないものとする。 
 
６．細則の変更 
（１）本細則の変更には、総会の議決を要する。 
 
（2016 年 4 月改定） 
 
 
細則 
１．会員 
（１）会員には、総会および研究会の開催日時が運営委員会から通知さ
れ、同会員はこれらに出席することができる。 
（２）会員は、別に定める投稿規定に従い、本会の研究誌『社会学論考』
に投稿することができる。 
（３）会員には、研究誌『社会学論考』を 1 冊配布する。 
（４）会員は、年会費 2,000 円を所定の期日までに納入する。 
（５）会費滞納者を、本会は総会の承認を得て除籍することができる。 
 
２．総会 
（１）総会は、原則として運営委員会による議案に基づき、本会の企画・
活動に関する報告、審議および議決を行う。 
（２）総会における決議は、出席者の３分の２以上の賛同を要する。 
 
３．運営委員会 
（１）本会の運営等を円滑に行うため、運営委員会を置く。 
（２）運営委員会は、本会の維持・活動に関する執行業務全般を扱う。 
（３）運営委員会の下に、編集委員会を置く。編集委員会は研究誌の発
行を担当する。 
（４）編集委員会は、研究教育に係る会員と運営委員である担当者で構
成される。 
（５）運営委員会には次の担当者を置く。 
①研究会担当 ②会計担当 ③研究誌編集担当 
④研究誌販売担当 ⑤会員管理担当 ⑥会計監査 
 
４．研究誌の発行 
（１）研究誌の発行に際し、発行費が著しく不足することが明らかな場
合、本会は総会において不足分の執筆者負担あるいは臨時会費の
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『社会学論考』投稿規定 
 
1．本誌は、首都大学東京・都立大学社会学研究会の機関紙であって、原則と
して年 1 回発行する。 
 
2．本誌への投稿は、原則として首都大学東京・都立大学社会学研究会の会員
がその権利を有する。 
 
3．論文の投稿資格は、投稿する前年度までの会費を投稿時までに完納してい
る会員に限る。ただし、新入会員の場合は、当該年度の会費を投稿時まで
に納入する。 
 
4．投稿する論文は未発表のものに限る。ただし、学会等で口頭発表したもの
については、その限りではない。また、他の学会誌等との二重投稿は認め
られない。 
 
5．投稿論文等の最終的な採否は、本会の編集委員会が決定する。 
 
6．投稿論文は匿名のレフリーによる審査を受ける。 
 
7．投稿論文は原則として 400 字詰め原稿用紙 50 枚以内、研究ノート、書評
等は 20 枚以内とし、別に定めた執筆要綱にしたがって日本語または英語で
書かれたものとする。また、これらの原稿の分量について、運営委員会か
ら指示する場合がある。 
 
8．投稿者は、印刷した審査用原稿 3 部を、期日までに編集委員会事務局に郵
送する。原稿は、執筆要綱にしたがって、必ずワープロ等で作成する。た
だし、審査用原稿には、執筆者名、所属などは記載しない。 
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9．投稿者は、以下の事項を明記した別紙を、原稿投稿の際にあわせて編集委
員会事務局に提出する。 
 1）氏名（ふりがな） 
 2）住所・電話番号 
 3）電子メールアドレス 
 4）所属・職名（院生等の別） 
 5）論文の題名 
 
10．審査の後、論文の掲載を認められた投稿者は、指示にしたがって修正し
たうえ、完成原稿を Microsoft Word の.doc または.docx 形式ファイルとし
て指定した期日までに提出する。ただし、図表を用いた場合には図表の電
子ファイル（Microsoft Excel の.xls または.xlsx 形式で作成することが望ま
しい）も同時に提出する。完成原稿には、執筆者名、所属などを記載する。 
 
11．期日までに当該年度の編集委員会事務局に提出されなかった原稿は一切
受理しない。 
 
12．執筆者は、本会の活動経費に著しく支障が生じることがない限り、運営
委員会の承認を得た上で、自らの原稿が掲載された研究誌を 10 冊まで受け
取ることができる。 
 
13．本誌の発行について、著しく発行費が不足することが、本会の予算案策
定の際に明らかな場合、不足分の負担割り当てを決定することがある。 
 
14．（1）本誌掲載の原稿の著作隣接権は本会に帰属する。 
   （2）著作者は、本誌掲載の原稿の電子化およびWWW公開に伴う複製権、
公衆送信権を研究会に譲渡するものとする。 
   （3）著作者は、本誌掲載の原稿について、事前に本会に連絡し、かつ出
典を明示すれば、転載することができる。 
 
 
『社会学論考』投稿規定 
 
1．本誌は、首都大学東京・都立大学社会学研究会の機関紙であって、原則と
して年 1 回発行する。 
 
2．本誌への投稿は、原則として首都大学東京・都立大学社会学研究会の会員
がその権利を有する。 
 
3．論文の投稿資格は、投稿する前年度までの会費を投稿時までに完納してい
る会員に限る。ただし、新入会員の場合は、当該年度の会費を投稿時まで
に納入する。 
 
4．投稿する論文は未発表のものに限る。ただし、学会等で口頭発表したもの
については、その限りではない。また、他の学会誌等との二重投稿は認め
られない。 
 
5．投稿論文等の最終的な採否は、本会の編集委員会が決定する。 
 
6．投稿論文は匿名のレフリーによる審査を受ける。 
 
7．投稿論文は原則として 400 字詰め原稿用紙 50 枚以内、研究ノート、書評
等は 20 枚以内とし、別に定めた執筆要綱にしたがって日本語または英語で
書かれたものとする。また、これらの原稿の分量について、運営委員会か
ら指示する場合がある。 
 
8．投稿者は、印刷した審査用原稿 3 部を、期日までに編集委員会事務局に郵
送する。原稿は、執筆要綱にしたがって、必ずワープロ等で作成する。た
だし、審査用原稿には、執筆者名、所属などは記載しない。 
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15．本規定の変更は、総会の議決を経ることを要する。 
 
（2016 年 4 月改定） 
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『社会学論考』執筆要項 
 
この執筆要項は、投稿論文を作成するに当たってのガイドラインで
あり、一冊の論文集を編集としての体裁を整えるために定められたも
のである。 
論文等を投稿しようとするものは、基本的に以下の規定に従って原
稿を執筆しなければならない。ただし、この書式はソフトウェアの仕
様に一部依存するため、環境によって若干のずれが生じる場合はその
限りではない。 
 
原則として『社会学評論』の執筆要項に準ずる。 
1．論文と研究ノートの分量は次のとおりにする。分量計算は全て文
字数を単位とする。 
（1）論文は、12,000 字以上 20,000 字以内とする。 
（2）研究ノートは、12,000 字以内とする。 
 
2．論文と研究ノートには、本文（図表等を含む）のほか、表題紙、
邦文要約、欧文要約およびキーワードを添付すること。 
（1）表題紙には、題名の全文、著者名、所属のみを記す。 
（2）邦文要約は、600 字以内のものを本文の前に添付する。 
（3）欧文要約は、論文は 300 語以内、研究ノートは 200 語以内と
する。 
（4）キーワードは、邦語・欧語各 3 語にて邦文要約・欧文要約の
後に各々記載する。 
（5）「本文」には、見出し、小見出し、注、文献リスト、図表まで
を含めるとし、これらを合計した文字数が前条の分量におさま
らなくてはならない。表題紙、邦文要約、欧文要約、およびキ
ーワードに使用された文字数については、この制限外とする。 
 
 
 
 
15．本規定の変更は、総会の議決を経ることを要する。 
 
（2016 年 4 月改定） 
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3．原稿の書式は『社会学評論スタイルガイド』 
（http://wwwsoc.nii.ac.jp/jss/jsr/JSRstyle.html）にしたがうこと
とする。基本的な原則は以下のとおりである。 
（1）注と文献リストを別にする。参照文献の本文、注等における
挙示は、著者名（発行年: ページ数）、または、（著者名発行年: 
ページ数）とする。 
（2）参照文献は、著者名、発行年、題名、出版社（欧文の場合は
その前に出版社所在地都市名を併記）の順に記述すること。欧
文の書名はイタリック体にすること。 
（3）注は、本文中の該当箇所の右肩に上付き文字で順に 1）と番号
をうち、注自体は本文の後にまとめて記載する。 
（4）図表は順に番号をうち、本文中に挿入箇所を指示すること。
著作権者の了解を得ることなく、他者の図版を転用してはなら
ない。 
（5）遅くとも掲載決定後、原稿を以下のページ設定に合わせるこ
と。この部分は『社会学評論』と異なるので注意すること。  
  
 ページ設定（A5 サイズ） 
 用紙サイズ：A5 210ｍｍ×148ｍｍ 
 余白：上 18ｍｍ、下 18ｍｍ、左 18ｍｍ、右 18ｍｍ 
 印刷の向き：横、ヘッダー10ｍｍ、フッター9ｍｍ 
 方向：横書き、段数：1、文字数と行数を指定する 
 文字数：31、字送り：10.25pt 
 行数：30、行送り 16.4pt 
なお、印刷に当たっては A4 サイズの用紙に 1 枚当たり 2 ペー
ジを割り付けるか、そのまま 1 枚当たり 1 ページずつ印刷する
こと。 
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※以下、『社会学評論』とは異なる場合があるので注意すること。 
 
○ページの構成 
タイトル  
（3 行あけ）  
氏名 （所属は記入せず氏名のみ。姓と名の間には全角スペース）  
例：論考 太郎  
（1 行あけ）  
本文  
（1 行あけ） 
［付記］ （あれば。謝辞も含む。）  
（1 行あけ）  
［注］ 
（1 行あけ）  
［参考文献］ （書式については後述）  
（1 行あけ）  
ひらがなの名前と所属。（）に入れて記載すること。  
例：（ろんこう たろう・首都大学東京大学院博士後期課程） 
 
○英文アブストラクト 
ネイティブチェックを経ることが望ましい。書式は以下の通り。 
英文タイトル  
（1 行あけ）  
名前（姓が先で姓のみすべて大文字 例：RONKOU Taro）  
所属（Graduate School of Humanities, Tokyo Metropolitan 
University 等） 
（1 行あけ）  
本文 
 
 
 
3．原稿の書式は『社会学評論スタイルガイド』 
（http://wwwsoc.nii.ac.jp/jss/jsr/JSRstyle.html）にしたがうこと
とする。基本的な原則は以下のとおりである。 
（1）注と文献リストを別にする。参照文献の本文、注等における
挙示は、著者名（発行年: ページ数）、または、（著者名発行年: 
ページ数）とする。 
（2）参照文献は、著者名、発行年、題名、出版社（欧文の場合は
その前に出版社所在地都市名を併記）の順に記述すること。欧
文の書名はイタリック体にすること。 
（3）注は、本文中の該当箇所の右肩に上付き文字で順に 1）と番号
をうち、注自体は本文の後にまとめて記載する。 
（4）図表は順に番号をうち、本文中に挿入箇所を指示すること。
著作権者の了解を得ることなく、他者の図版を転用してはなら
ない。 
（5）遅くとも掲載決定後、原稿を以下のページ設定に合わせるこ
と。この部分は『社会学評論』と異なるので注意すること。  
  
 ページ設定（A5 サイズ） 
 用紙サイズ：A5 210ｍｍ×148ｍｍ 
 余白：上 18ｍｍ、下 18ｍｍ、左 18ｍｍ、右 18ｍｍ 
 印刷の向き：横、ヘッダー10ｍｍ、フッター9ｍｍ 
 方向：横書き、段数：1、文字数と行数を指定する 
 文字数：31、字送り：10.25pt 
 行数：30、行送り 16.4pt 
なお、印刷に当たっては A4 サイズの用紙に 1 枚当たり 2 ペー
ジを割り付けるか、そのまま 1 枚当たり 1 ページずつ印刷する
こと。 
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○その他 
投稿者は原稿を提出する際に、以上の体裁に従い作成した原稿を提
出する。掲載決定後の完成稿は Microsoft Word の.doc または.docx 形
式ファイルとして提出する。ただし、図表を用いた場合には図表の電
子ファイル（Microsoft Excel の.xls または.xlsx 形式で作成すること
が望ましい）も提出する。 
 
○書式 
タイトル：MS ゴシック 14pt 中央揃え 
サブタイトル：MS 明朝 12pt 中央揃え 
 
執筆者：MS 明朝 10pt 右揃え 
 
1 見出し（節）：MS ゴシック 9.5pt 中央揃え（「1」の後は1文字あけ） 
 
1．1 小見出し（項）：MS ゴシック 9.5pt 左揃え（1．1の後 1文字あけ） 
1．1．1 小見出し：MS ゴシック9.5pt 左揃え（1．1．１の後 1文字あけ） 
本文：MS 明朝 9.5pt 
本文中の注番号：上付き 
図表の通し番号（図－1）など：MSゴシック 9pt 
 
［付記］（タイトル）：MSゴシック 9pt 
付記：MS 明朝 9pt 
［注］（タイトル）：MSゴシック 9pt 
文末の注：MS 明朝 9pt 
［参考文献］（タイトル）：MSゴシック9pt 
参考文献リスト：日本語＝MS 明朝 英語＝Times New Roman 9pt 
 
所属：MS 明朝 9pt 右揃え 
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英文タイトル：Times New Roman 12pt 中央揃え 
英文サブタイトル：Times New Roman 12pt 中央揃え 
 
英文執筆者：Times New Roman 12pt 中央揃え 
英文所属：Times New Roman 11pt 中央揃え 
 
英文アブストラクト：Times New Roman 11pt、最初の行、字下げ
1.5 字 
 
以上 
 
（2016 年 4 月改定） 
 
 
○その他 
投稿者は原稿を提出する際に、以上の体裁に従い作成した原稿を提
出する。掲載決定後の完成稿は Microsoft Word の.doc または.docx 形
式ファイルとして提出する。ただし、図表を用いた場合には図表の電
子ファイル（Microsoft Excel の.xls または.xlsx 形式で作成すること
が望ましい）も提出する。 
 
○書式 
タイトル：MS ゴシック 14pt 中央揃え 
サブタイトル：MS 明朝 12pt 中央揃え 
 
執筆者：MS 明朝 10pt 右揃え 
 
1 見出し（節）：MS ゴシック 9.5pt 中央揃え（「1」の後は1文字あけ） 
 
1．1 小見出し（項）：MS ゴシック 9.5pt 左揃え（1．1の後 1文字あけ） 
1．1．1 小見出し：MS ゴシック9.5pt 左揃え（1．1．１の後 1文字あけ） 
本文：MS 明朝 9.5pt 
本文中の注番号：上付き 
図表の通し番号（図－1）など：MSゴシック 9pt 
 
［付記］（タイトル）：MSゴシック 9pt 
付記：MS 明朝 9pt 
［注］（タイトル）：MSゴシック 9pt 
文末の注：MS 明朝 9pt 
［参考文献］（タイトル）：MSゴシック9pt 
参考文献リスト：日本語＝MS 明朝 英語＝Times New Roman 9pt 
 
所属：MS 明朝 9pt 右揃え 
‒ 85 ‒
社会学論考  第 37 号  2016. 11
 - 1 -
『社会学論考』のバックナンバー案内 
◎創刊号 1980．3（コピーもしくは PDF ファイル販売） 
発話行為としての流言     池田 寛二 
Comparison of Postwar and  
Prewar Japanese Immigrants in Brazil   坂本 美樹 
柳田国男における社会変動の構造    桜井  厚 
街づくり運動の変容と適性技術論 
 ―もう一つの生活様式の検討のために―   園部 雅久 
地位不整合論の説明枠組とその今日的意義 
 ―相対的剥奪論との対比において―    寺田 良一 
 
◎第２号 1981．3 
組織の重層システムモデルと組織変動の論理   平岡 義和 
途上国都市のスラムと関係分析アプローチ   橋本 祐子 
仮説検証型実証研究の再検討 
 ―Bott 仮説の追試研究を事例として―   藤崎 宏子 
マックス・ウェーバーの理念型 
 ―組織科学の方法論のための一試論―   大内田鶴子 
イノベーション採用理論の再構成 
 ―社会的資源の視産に立脚して―    野辺 政雄 
 
◎第３号 1982．3 
都市化過程における村落株序の多様化 
 ―津軽地方の一農村調査から―    桜井  厚 
A・シュッツの行為論の射程 
 ―世界の自明性と行為の自発性―    平須賀和昭 
「老年期社会化」への役割論的アプローチ   西下 彰俊 
トゥレーヌ社会理論における関係性の二重性 
 ―脱産業社会論の批判的展望―    寺田 良一 
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東北タイ農村における農業イノベーション普及の一考察  野辺 政雄 
 
◎第４号 1983．5 
準拠集団理論の問題点     渡辺 裕子 
社会能力の低下と家庭内暴力・少年非行 
 ―現代社会における第一次集団の変容―   迫田 耕作 
日常生活のイデオロギーと超越論的遂行論 
 ―知識社会学における言語研究の可能性を求めて―  池田 寛二 
余暇活動と新しいライフ・スタイル    上野  司 
 
◎第５号 1984．5 
追 悼 教えずして教えられた小山先生    中村 八郎 
「集合行為論」の社会運動理論への示唆   大畑 裕嗣 
農業共同化における隋層的対立と集団変容 
 ―静岡県大京賀町における共同製茶工場の事例―  平岡 義和 
農業青年の定着と地域社会 
 ―静岡県大京賀町における農業青年の意識―  橋本祐子・山本潤一 
研究ノート：社会史が教えるもの 
 ―「無縁」の発見をめぐって―          池田 寛二 
書評：パスック・ポンパイチット著 
 『バンコクのマッサージ嬢になった農村の娘たち』  鈴木 規之 
 
◎第６号 1985．5 
都市社会学における生活構造論の意味   玉野 和志 
「遷移地帯」論とインナーシティー問題   竹中 英紀 
コミュニティー権力構造の方法 
 ―地位・評判・決定・ネットワーク―   迫田 耕作 
構造効果分析と水準創発特性    高橋 和宏 
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『社会学論考』のバックナンバー案内 
◎創刊号 1980．3（コピーもしくは PDF ファイル販売） 
発話行為としての流言     池田 寛二 
Comparison of Postwar and  
Prewar Japanese Immigrants in Brazil   坂本 美樹 
柳田国男における社会変動の構造    桜井  厚 
街づくり運動の変容と適性技術論 
 ―もう一つの生活様式の検討のために―   園部 雅久 
地位不整合論の説明枠組とその今日的意義 
 ―相対的剥奪論との対比において―    寺田 良一 
 
◎第２号 1981．3 
組織の重層システムモデルと組織変動の論理   平岡 義和 
途上国都市のスラムと関係分析アプローチ   橋本 祐子 
仮説検証型実証研究の再検討 
 ―Bott 仮説の追試研究を事例として―   藤崎 宏子 
マックス・ウェーバーの理念型 
 ―組織科学の方法論のための一試論―   大内田鶴子 
イノベーション採用理論の再構成 
 ―社会的資源の視産に立脚して―    野辺 政雄 
 
◎第３号 1982．3 
都市化過程における村落株序の多様化 
 ―津軽地方の一農村調査から―    桜井  厚 
A・シュッツの行為論の射程 
 ―世界の自明性と行為の自発性―    平須賀和昭 
「老年期社会化」への役割論的アプローチ   西下 彰俊 
トゥレーヌ社会理論における関係性の二重性 
 ―脱産業社会論の批判的展望―    寺田 良一 
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◎第７号 1986．5 
水と社会の変動―水道化のプロセス―    桜井  厚 
水利慣行とムラの現在 
 ―兵庫県東条町一ノ井堰を事例として―   池田 寛二 
現代産業社会批判と環境社会学 
 ―エコロジー経済学、 
ライブリー・ポリティックスとの対比において―  寺田 良一 
ネットワークと地域権力構造 
 ―新たなネットワーク分析の手法を適用した 
地域権力構造分析の事例研究―    大西 康雄 
研究ノート：集合住宅管理における問題処理志向の 
  諸次元・諸特性―団地主婦の態度調査研究より―  竹中 英紀 
 
◎第８号 1987．5 
都市社会学研究の反省と展望    磯村 英一 
ジャーナリズム論における言論と政治 
 ―『ザ・タイムズ』と陸羯南をめぐって―   大畑 裕嗣 
アレントとハバーマス 
 ―言論とギリシア・モデルとその変容―   後藤 嘉宏 
自然災害への家族ストレス論の適用に向けて 
 ―1983 年三宅島噴火災害を事例に―   木下 栄二 
 
◎第９号 1988．5 
地域合同労組の新展開 
 ―Ｓユニオンのパート組繊化の事例研究―   青木章之介 
主婦の社会参加を巡る夫婦関係・友人関係 
 ―都市集合団地住宅における４人の事例―   野沢 慎二 
「転換期の住民運動論」再考から新しい運動論へ  渡辺  登 
高学歴女性の交換書簡分析 
―自己実現の戦術多元化志向 
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 ストラテジーをめぐって―    平岡佐智子 
地域社会の政治過程と社会的ネットワーク 
 ―足立区Ｏ町団地における主婦の 
 近隣交際ネットワークと地域リーダー―   中野 裕司 
社会システム論の科学哲学上の位相＜序説＞   松本  元 
 
◎第１０号 1989．5 
社会的行為論におけるミードの意義と可能性   小川 英司 
都市エスノグラフィー 
 ―都市社会において「異質なもの」を把握する試み―   西澤 晃彦 
都市の機能分析      邵  春芬 
G．H．Mead の社会的自我論 
 ―社会的行動主義の意義―    近藤 敏夫 
地域権力構造の比較研究 
 ―T.N.クラークらを中心として―    五十嵐 誠 
研究ノート：二つのメディア論をめぐって 
 ―シンボリック・メディア再考のために―   大塚  起 
 
◎第１１号 1990．5（コピーもしくは PDF ファイル販売） 
新しい社会運動（論）の展開 
 ―新しい社会運動とは何か―    渡辺 伸一 
研究ノート：諏訪の宗教と社会 
 ―諏訪調査研究中間報告―   小川英司・石毛聖子 
都市社会におけるエスニシティ 
 ―中国帰国者の事例分析を中心に―   飯田 俊郎 
初期エスノメソドロジー研究＜序説＞ 
 ―「運動」としてのエスノメソドロジー―   水川 喜文 
研究ノート：噴火災害後の生活再建過程における 
 諸困難について―1983 年三宅島噴火災害を事例に―    木下 栄二 
町内会の起源について 
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◎第７号 1986．5 
水と社会の変動―水道化のプロセス―    桜井  厚 
水利慣行とムラの現在 
 ―兵庫県東条町一ノ井堰を事例として―   池田 寛二 
現代産業社会批判と環境社会学 
 ―エコロジー経済学、 
ライブリー・ポリティックスとの対比において―  寺田 良一 
ネットワークと地域権力構造 
 ―新たなネットワーク分析の手法を適用した 
地域権力構造分析の事例研究―    大西 康雄 
研究ノート：集合住宅管理における問題処理志向の 
  諸次元・諸特性―団地主婦の態度調査研究より―  竹中 英紀 
 
◎第８号 1987．5 
都市社会学研究の反省と展望    磯村 英一 
ジャーナリズム論における言論と政治 
 ―『ザ・タイムズ』と陸羯南をめぐって―   大畑 裕嗣 
アレントとハバーマス 
 ―言論とギリシア・モデルとその変容―   後藤 嘉宏 
自然災害への家族ストレス論の適用に向けて 
 ―1983 年三宅島噴火災害を事例に―   木下 栄二 
 
◎第９号 1988．5 
地域合同労組の新展開 
 ―Ｓユニオンのパート組繊化の事例研究―   青木章之介 
主婦の社会参加を巡る夫婦関係・友人関係 
 ―都市集合団地住宅における４人の事例―   野沢 慎二 
「転換期の住民運動論」再考から新しい運動論へ  渡辺  登 
高学歴女性の交換書簡分析 
―自己実現の戦術多元化志向 
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 ―金沢市長町七番 T「昭和会」の場合―   玉野 和志 
危機意識と方法 
 ―K．マンハイムの理論展開―    湯浅  論 
 
◎第１２号 1991．5 
高田保馬とミードにおける社会変化と共同体   藤川  賢 
デューイ教育哲学の現代的意義 
 ―なぜ民主主義と教育か―    石毛 聖子 
収入に関する比較評価の準拠枠 
 ―階層再生産論の視点から―    山口  洋 
市街地再開発と共同性 
 ―墨田区押上地区の再開発過程を事例として―  天野  徹 
 
◎第１３号 1992．5 
寄せ場空間の再編成 
 ―1960・70 年代の東京・山谷地域における 
 ＜家族＞の治療過程の分析の試み―   西澤 晃彦 
サポート資源としての近隣関係 
 ―幼児期の子育てを事例として―    高木 恒一 
社会運動の構築主義的アプローチヘ向けて 
 ―A・メルッチによる集合的行為の理論―   久保田 滋 
ホワイトヘッドとミードの理論の可能性 
 ―イノ・ロッシ『弁証法的構造社会学の探求』  松本  元 
  に寄せて― 
認知社会ネットワーク 
 ―その可能性の中心―     大西 康雄 
ミードの科学に対する態度 
 ―ルネサンスの科学への批判と調査科学をめぐって―  藤本 一男 
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◎第１４号 1993．5 
Ｇ．ジンメルの社会学を読む 
 ―間身体的実践学のために―    椎野 信雄 
「体験」の社会学的構造―ワークヒストリーの試み―  小浜ふみ子 
東洋社会の近代化論の論理構成 
 ―日本と韓国における 
 近代化の内在的要因としての伝統的理念の意味―  南  椿模 
人々の学歴社会像とその社会的規定要因 
 ―調査データからの理論構築―    山口   洋 
「登校拒否問題」の構築 
 ―登校拒否カテゴリーの                  
 定義・再定義の過程について―    朝倉 景樹 
コミュニケーションと環境     関  礼子 
在日華僑における社会過程の変容と 
アイデンティティのゆくえ    王   玲 
聖俗理論の新たなる可能性 
 ―聖の両義性説による賎民史への接近視角―  渡辺 伸一 
研究ノート：K．マンハイムにおける＜文化＞の問題  湯浅  論 
書評：高齢化研究と都市社会学の視点 
 ―金子勇著『都市高齢社会と地域福祉』を読んで―  玉野 和志 
 
◎第１５号 1994．11 
「自己管理」をめぐる医学と美容の共犯 
 ―女性雑誌は摂食障害をどのように報道してきたか―  浅野 千恵 
むつ小川原開発と六ヶ所村の人々    石毛 聖子 
地域振興としてのむつ小川原開発 
 ―核燃施設と農業への影響―    藤川  賢 
エスニック・ビジネス研究の視点 
 ―ホスト社会や既存の移民社会に対する 
 外国人の主体的対応―     伊藤 泰郎 
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 ―金沢市長町七番 T「昭和会」の場合―   玉野 和志 
危機意識と方法 
 ―K．マンハイムの理論展開―    湯浅  論 
 
◎第１２号 1991．5 
高田保馬とミードにおける社会変化と共同体   藤川  賢 
デューイ教育哲学の現代的意義 
 ―なぜ民主主義と教育か―    石毛 聖子 
収入に関する比較評価の準拠枠 
 ―階層再生産論の視点から―    山口  洋 
市街地再開発と共同性 
 ―墨田区押上地区の再開発過程を事例として―  天野  徹 
 
◎第１３号 1992．5 
寄せ場空間の再編成 
 ―1960・70 年代の東京・山谷地域における 
 ＜家族＞の治療過程の分析の試み―   西澤 晃彦 
サポート資源としての近隣関係 
 ―幼児期の子育てを事例として―    高木 恒一 
社会運動の構築主義的アプローチヘ向けて 
 ―A・メルッチによる集合的行為の理論―   久保田 滋 
ホワイトヘッドとミードの理論の可能性 
 ―イノ・ロッシ『弁証法的構造社会学の探求』  松本  元 
  に寄せて― 
認知社会ネットワーク 
 ―その可能性の中心―     大西 康雄 
ミードの科学に対する態度 
 ―ルネサンスの科学への批判と調査科学をめぐって―  藤本 一男 
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いくつのエスノメソドロジーがあるのか？   岡田 光弘 
現代社会批判としてのエコロジー 
 ―1970 年代フランスの反自然主義、 
 反環境主義的エコロジー―    関  礼子 
共働き夫婦の勢力関係 
 ―役割アイデンティティの視点から―   永井 暁子 
プラグマティズムと社会学 
 ―Ｗ・ジェームズ経験論の可能性―   藤谷 忠昭 
書評：森岡清志、中林一樹編 
 「変貌する高齢者像 
  ―大都市高齢者のライフスタイル―」   小林 良二 
 
◎第１６号 1995．9 
社会運動論における組繊的執事問題 
 ―運動組繊観の見直しにともなう問題点の検討―  荻野 達史 
素人ホステスのアイデンティティ形成の過程とその意味  川畑 智子 
コミュニティ・カルチャーとコミュニティ・メディア 
 ―都市におけるコミュニティプレス研究への史論的考察― 
 小浜ふみ子 
留学戦略の決定要因について 
 ―中国人留学生・就学生の場合―    邵  春芬 
合理主義・工学的発想・協同作業 
 ―ウィノグラードらの認知科学的アプローチと 
 ガーフィンケルの接点―     水川 喜文 
書評：江原由美子編著 
 『生の商品化―フェミニズムの主張 2』   椎野 信雄 
書評：朝倉景樹著 
 『登校拒否のエスノグラフィー』    中河 伸俊 
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◎第１７号 1996．11 
特別寄稿：都立大の社会学研究に寄せる   磯村 英一 
高速道路建設と関連する地域開発 
 ―圏央道建設の特徴として―    藤川  賢 
官僚制への有効な批判について 
 ―行政社会学の課題設定のために―   藤谷 忠昭 
文化的領域におけるグロバリゼーションと宗教  南  椿模 
集合行為フレームと共鳴性分析―動機分析を再考する― 荻野 達史 
 
◎第１８号 1997．11 
学歴アスピレーションと学歴獲得競争   佐々木洋成 
教育システムにおける信頼 
 ―教師と生徒の関係に関する考察―   鈴木 弘輝 
住民投票という戦略をめぐるノート 
 ―巻・御嵩・串間から―     田窪 祐子 
知的障害をもつ人々の当事者運動に見る 
自己定義をめぐる政治     寺本 晃久 
家事分担の時系列変化 
 ―消費生活に関するパネル調査から―   永井 暁子 
マイノリティによる「環境正義」運動の生成と発展 
 ―アメリカにおける新しい動向―    原口 弥生 
研究ノート：教育機会・就職機会の 
 地域間格差とその変動     林  拓也 
 
◎第１９号 1998．11 
「こじき」と「こつじき」の間にて 
 ―新宿における野宿者のアイデンティティ構築過程―  山口 恵子 
大都市におけるエスニック・コミュニティ 
 ―東京Ｅ地区の在日コミュニティを中心に―  高  逸錘 
明治 20 年代の移民問題と地方問題 
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いくつのエスノメソドロジーがあるのか？   岡田 光弘 
現代社会批判としてのエコロジー 
 ―1970 年代フランスの反自然主義、 
 反環境主義的エコロジー―    関  礼子 
共働き夫婦の勢力関係 
 ―役割アイデンティティの視点から―   永井 暁子 
プラグマティズムと社会学 
 ―Ｗ・ジェームズ経験論の可能性―   藤谷 忠昭 
書評：森岡清志、中林一樹編 
 「変貌する高齢者像 
  ―大都市高齢者のライフスタイル―」   小林 良二 
 
◎第１６号 1995．9 
社会運動論における組繊的執事問題 
 ―運動組繊観の見直しにともなう問題点の検討―  荻野 達史 
素人ホステスのアイデンティティ形成の過程とその意味  川畑 智子 
コミュニティ・カルチャーとコミュニティ・メディア 
 ―都市におけるコミュニティプレス研究への史論的考察― 
 小浜ふみ子 
留学戦略の決定要因について 
 ―中国人留学生・就学生の場合―    邵  春芬 
合理主義・工学的発想・協同作業 
 ―ウィノグラードらの認知科学的アプローチと 
 ガーフィンケルの接点―     水川 喜文 
書評：江原由美子編著 
 『生の商品化―フェミニズムの主張 2』   椎野 信雄 
書評：朝倉景樹著 
 『登校拒否のエスノグラフィー』    中河 伸俊 
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 ―殖民協会の設立と移民保護規制制定の過程から―  武田 尚子 
学校教育と「子どもの自由」 
 ―宮台真司とアマーティア・センの「リベラリズム」―  鈴木 弘輝 
道路交通事故・安全に関する施策／言説の展開過程 
 ―リスクと帰責の観点から―    小山雄一郎 
売春の禁止の社会的意味 
 ―国家とジェンダーの関わりから―   川畑 智子 
抗議行動と「政治体」 
 ―ある地域社会の Polity を記述する―   荻野 達史 
研究ノート：インタビューと記述の方法をめぐって 
 ―ルポルタージュの手法からのヒント―   田窪 祐子 
 
◎第２０号 1999．10 
在日韓国・朝鮮人における民族教育の問題   高  速錘 
「定住化する外国人」とは誰か 
 ―法的滞在資格との関連で―    山本 薫子 
社会運動による普遍的企共性の構成 
 ―運動主体のフレーム分析による公共性の探索―  山崎 哲史 
霊友会の内紛・分裂事件と女性役割規範   日比野由利 
研究ノート：威光暗示効果を検証する   藤谷 忠昭 
母親業と家事労働との違いについて 
 ―インタビューから見える母親業と A．Oakley の 
 『家事の社会学』における「家事労働」との比較―  小林万紀子 
書評：須長史生著 
 『ハゲを生きる―外見と男らしさの社会学―』  千田 有紀 
書評：ノルベルト・ボルツ著（村上淳一訳） 
 『意味に飢える社会』     鈴木 弘輝 
 
◎第２１号 2000．11 
マックス・ウェーバーの宗教社会学における 
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 「宗教による生活様式の被規定性」概念の位置  南  椿模 
メディア・フレーム・アナリシス 
 ―イシュー連関の内容分析―    鈴木  努 
廃棄物の「自区内処理原則」について 
 ―「東京都三多摩地域ごみ問題の場合―   神長  唯 
未婚化・少子化と地域集団 
 ―三鷹市調査を事例として―    柳  信寛 
研究ノート：ブラジルのパトロン―クライアント関係 
 ―その基本特性と形成契格―    田中  恵 
 
◎第２２号 2001．11 
外国人への排他牲と接触経験    田辺 俊介 
野宿者急増の背景についての一考察 
 ―建設業と寄せ場に注目して―    北川由紀彦 
A・ギデンズにおける市民社会概念の問題性   鈴木 謙介 
戦略としての「媚態」とそのパラドックス 
 ―クラブホステスの研究から―    川畑 智子 
今日の若者の友人関係における横造、意味、機能 
 ―アイドルのファンを事例として―   辻   泉 
新潟水俣病被害者の被書回復過程における逆説的メカニズム 
 ―いかに彼らの相互対立は 
  生み出されていったのか？―    花岡 晋平 
宗教のフェミニズム的理解を目指して 
 ―世俗フェミニズム・ 
 霊性フェミニズムの分断を超えて―   日比野由利 
 
◎第２３号 2002．11 
政策決定としての公共事業中止と計画予定地の住民心理 
 ―茨城県緒川ダム計画・鳥取県中部ダム計画の二事例より― 
       浜本 篤史 
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 ―殖民協会の設立と移民保護規制制定の過程から―  武田 尚子 
学校教育と「子どもの自由」 
 ―宮台真司とアマーティア・センの「リベラリズム」―  鈴木 弘輝 
道路交通事故・安全に関する施策／言説の展開過程 
 ―リスクと帰責の観点から―    小山雄一郎 
売春の禁止の社会的意味 
 ―国家とジェンダーの関わりから―   川畑 智子 
抗議行動と「政治体」 
 ―ある地域社会の Polity を記述する―   荻野 達史 
研究ノート：インタビューと記述の方法をめぐって 
 ―ルポルタージュの手法からのヒント―   田窪 祐子 
 
◎第２０号 1999．10 
在日韓国・朝鮮人における民族教育の問題   高  速錘 
「定住化する外国人」とは誰か 
 ―法的滞在資格との関連で―    山本 薫子 
社会運動による普遍的企共性の構成 
 ―運動主体のフレーム分析による公共性の探索―  山崎 哲史 
霊友会の内紛・分裂事件と女性役割規範   日比野由利 
研究ノート：威光暗示効果を検証する   藤谷 忠昭 
母親業と家事労働との違いについて 
 ―インタビューから見える母親業と A．Oakley の 
 『家事の社会学』における「家事労働」との比較―  小林万紀子 
書評：須長史生著 
 『ハゲを生きる―外見と男らしさの社会学―』  千田 有紀 
書評：ノルベルト・ボルツ著（村上淳一訳） 
 『意味に飢える社会』     鈴木 弘輝 
 
◎第２１号 2000．11 
マックス・ウェーバーの宗教社会学における 
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国家による成員の選別過程 
 ―1990 年入管法改定と「日系人」を事例として―  福田 友子 
「個人であること」の秩序 
 ―基礎付け主義／反基礎付け主義と記述―   小宮 友根 
追悼論文「飯島先生の社会学と環境問題」   藤川  賢 
書評：武田尚子著『マニラへ渡った瀬戸内漁民  
 ―移民送出母村の変容』     松園 祐子 
 
◎第２４号 2003．10 
面接調査の欠票理由の検討 
 ―面接調査の回収率向上のための一提言―   田辺 俊介 
「決定権限の分散」における権限概念の拡張について 
 ―鎌倉市のまちづくり協定を事例として―   篠原 直人 
「カミングアウト」の選択性をめぐる問題について  金田 智之 
 
◎第２５号 2004．11 
「ひきこもり」当事者の語りに見る危機と転機 
 ―「病いの語り」に関する議論を手がかりに―  石川 良子 
既婚女性の出生行動 
 ―線的アプローチから段階的アプローチへ―  岩田香奈江 
社会関係資本（Social Capital） 
 ―その理論的背景と研究視角―     石田 光規 
「平等な性別役割分業」という陥穽 
 ―女性から見た「公平」な育児分担―   森川 美生 
研究ノート：構造効果と 
 ネットワーク指標に関するノート    鈴木  努 
書評：宮台真司・鈴木弘輝編 
『２１世紀の現実――社会学の挑戦』   伊奈 正人 
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◎第２６号 2005．10 
東京ゴミ戦争における都知事演説のテキスト分析 
 ―中心化共鳴性分析による―    鈴木  努 
育児期女性のサポートネットワークと生活満足度 
 ―妻方親族サポート効果に注目して―   中西 泰子 
定住化における情緒的コストと親族ネットワーク 
 ―結婚を目的としたベトナム女性の 
 日本定住の事例から―     長谷部美佳 
 
◎第２７号 2006．10 
「怪文書」の社会心理―ファン文化の「ウラの顔」―  辻   泉 
選べる関係、選べない関係 
 ―パーソナルネットワーク・アプローチの再考―  石田 光規 
研究ノート：ISCO と SSM 職業分類の相違点の検討 
 ―国際比較調査における 
 職業データに関する研究ノート―    田辺 俊介 
 
◎第２８号 2007．10 
外国人の増加に対する日本人の見解 
 ―JGSS-2003 データを用いて―    大槻 茂実 
社会運動と自我 
 ―青井、曽良中、塩原、栗原の所説の検討を中心に―  大畑 裕嗣 
「生活世界」の
．
コミュニケーション論的転回 
 ―ハーバーマス研究の刷新に向けて―   堀内進之介 
 
◎第２９号 2008．10 
社会ネットワークの多層性・多重性・多様性   鈴木  努 
再帰的近代における「社会批判」とはいかなるものか  堀内進之介 
統治の比較社会学 
 ―真・善・美の歴史的位相―     山本 祥弘・堀内進之介 
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国家による成員の選別過程 
 ―1990 年入管法改定と「日系人」を事例として―  福田 友子 
「個人であること」の秩序 
 ―基礎付け主義／反基礎付け主義と記述―   小宮 友根 
追悼論文「飯島先生の社会学と環境問題」   藤川  賢 
書評：武田尚子著『マニラへ渡った瀬戸内漁民  
 ―移民送出母村の変容』     松園 祐子 
 
◎第２４号 2003．10 
面接調査の欠票理由の検討 
 ―面接調査の回収率向上のための一提言―   田辺 俊介 
「決定権限の分散」における権限概念の拡張について 
 ―鎌倉市のまちづくり協定を事例として―   篠原 直人 
「カミングアウト」の選択性をめぐる問題について  金田 智之 
 
◎第２５号 2004．11 
「ひきこもり」当事者の語りに見る危機と転機 
 ―「病いの語り」に関する議論を手がかりに―  石川 良子 
既婚女性の出生行動 
 ―線的アプローチから段階的アプローチへ―  岩田香奈江 
社会関係資本（Social Capital） 
 ―その理論的背景と研究視角―     石田 光規 
「平等な性別役割分業」という陥穽 
 ―女性から見た「公平」な育児分担―   森川 美生 
研究ノート：構造効果と 
 ネットワーク指標に関するノート    鈴木  努 
書評：宮台真司・鈴木弘輝編 
『２１世紀の現実――社会学の挑戦』   伊奈 正人 
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能動性の統治論的考察 
 ―「自己との関係」の現代的位相―    大河原麻衣・堀内進之介 
マス・メディアにおける「フリーター」像の変遷過程 
 ―朝日新聞(1988-2004)報道記事を事例として―  仁井田典子 
 
◎第３０号 2009．10 
革新自治体と労働組合運動からみる統治性 
 ―1970 年代日本を中心とする「市民社会」と 
  「管理社会」をめぐる歴史社会学的考察―  稲葉 年計 
父子家庭政策におけるジェンダーと家族 
 ―政策過程の議論を中心として―    田中 愛誠 
イノベーション研究と集団構造 
 ―「カテゴリーネット技法」を通して―   堀口 直人 
アメリカにおける自由主義の伝統と社会学の確立 
 ―Bramson と宇賀の学史研究の再検討から―  吉田 耕平 
書評：久保田滋・樋口直人・矢部拓也・高木竜輔編著 
『再帰的近代の政治社会学 
－吉野川可動堰問題と民主主義の実験』   大西 康雄 
書評：藤谷忠昭著『個人化する社会と行政の変容 
  情報，コミュニケーションによるガバナンスの展開』 鈴木 弘輝 
 
◎第３１号 2010．10 
結婚移民に対する移民ネットワークと移民コミュニティの役割 
 ―インドシナ難民の配偶者の事例から―   長谷部美佳 
行為者としての中国人移住女性 
 ―滞日専門職中国人労働者家族における 
  随伴移住の女性の生活史から―    王   岩 
討議的民主主義の可能性の条件について   堀内進之介 
「フリーター」／「ニート」を生きる 
 ―若年者就業支援施設 Z に通う A さんを事例として―  仁井田典子 
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書評：田辺俊介著 
『ナショナル・アイデンティティの国際比較』  鈴木  努 
書評：武田尚子著 
『瀬戸内海離島社会の変容             
 ―「産業の時間」と「むらの時間」のコンフリクト』  八尾 祥平 
 
◎第３２号 2011．10 
中国における大衆消費社会の現状 
 ―瀋陽における事例―     姜  粉香 
承認論の可能性と限界 
 ―ホネットの批判理論の検討を通じて―   堀内進之介 
沖縄の暴走族の文化継承過程と〈地元〉       
 ―パシリとしての参与観察から―    打越 正行 
変わりゆく「昭和 30 年代ブーム」 
 ―キッチュからイデオロギーへ―    青木久美子 
現代日本における若年男性のセクシュアリティ形成について 
 ―「オタク」男性へのインタビュー調査から―  大倉  韻 
 
◎第３３号 2012．11 
パーソナル・ネットワークからみた高齢者の孤立と地域の役割  
       小山 弘美 
研究ノート：今日の中国教育社会における文化大革命の影響 
 ―教育意識に関する世代別インタビュー調査をもとに― 
       杜  禹威 
書評：福田友子著『トランスナショナルなパキスタン人移民の 
 社会的世界―移住労働者から移民企業家へ』  八尾 祥平 
学位（博士）論文要旨      太田恭子、林浩一郎、渡辺明日香、王岩 
学位（修士）論文要旨      岩井司、金澤良太、高橋直也、細淵倫子 
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 ―「カテゴリーネット技法」を通して―   堀口 直人 
アメリカにおける自由主義の伝統と社会学の確立 
 ―Bramson と宇賀の学史研究の再検討から―  吉田 耕平 
書評：久保田滋・樋口直人・矢部拓也・高木竜輔編著 
『再帰的近代の政治社会学 
－吉野川可動堰問題と民主主義の実験』   大西 康雄 
書評：藤谷忠昭著『個人化する社会と行政の変容 
  情報，コミュニケーションによるガバナンスの展開』 鈴木 弘輝 
 
◎第３１号 2010．10 
結婚移民に対する移民ネットワークと移民コミュニティの役割 
 ―インドシナ難民の配偶者の事例から―   長谷部美佳 
行為者としての中国人移住女性 
 ―滞日専門職中国人労働者家族における 
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◎第３４号 2013．11 
1990 年代日本「社会」の歴史社会学  
 ―国家と「社会」の動揺―     稲葉 年計 
若年不安定就労者の抱える困難 
 有名大学出身のある男性を事例として    仁井田典子 
重症心身障害児をもつ母親の自律過程 
 ―長期的な医師‐患者家族関係の変容から―  包  暁蘭 
市場経済との遭遇 
 ―フィリピン先住民にみる排除の構造―    吉田  舞 
学位（博士）論文要旨       姜粉香、高橋章子、吉田耕平 
学位（修士）論文要旨      久保原大、佟彩霞 
 
◎第３５号 2014．11 
性的少数者のライブラリ・アーカイヴはなぜ重要か 
 ―LOUD ライブラリの場合―    小澤かおる 
研究ノート：読解力形成に与えるひとり親世帯の影響の検討 
 ―PISA2000・PISA2009・PISA2012 を用いた時点間比較―  
       斉藤 裕也 
研究ノート：内モンゴルにおけるモンゴル医療教育システムの変容 
       包  暁蘭 
学位（博士）論文要旨       仁井田典子 
学位（修士）論文要旨       張奕鋒、細川千紘 
 
◎第３６号 2015．12 
第三のカラー・ラインと「日本人」カテゴリ 
 ―＜帝国＞の振る舞いコードの共有度合いによるヒエラルキー― 
       前田 悟志 
受容戦略の限界と個人的アイデンティティ追求の重要性 
 ―性的少数者の場合―      小澤かおる 
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中国における乳癌患者の身体経験    毛  慧婷 
学位（博士）論文要旨       稲葉年計、須永将史、吉田舞 
学位（修士）論文要旨       斉藤裕哉、張少君、成田凌 
 
◎第３７号 2016．11 
児童養護施設退所者の人的ネットワーク形成 
 ―児童養護施設退所者の追跡調査より―   久保原 大 
パーソンズ医療社会学における「健康」 
 ―晩年における再規定とその背景要因―   山本 祥弘 
学位（博士）論文要旨 大槻茂実、小澤かおる 
学位（修士）論文要旨 菅沼若菜、張子蓉 
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Human network formation of who left child foster care institution
    ―From follow-up survey―
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   KUBOHARA, Masaru
The Concept of Health in Parsons’ Medical Sociology
    ―The background of its redefinition―
 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  YAMAMOTO, Yoshihiro
Tokyo Metropolitan University
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